
データヘルス計画書（健保組合共通様式） 
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56681 - トヨタ車体健康保険組合

組合コード

組合名称

形態 非常勤

被保険者数 （平成27年度予算 注）

　* 特例退職被保険者を除く。

特例退職被保険者数

加入者数（平成27年度予算 注） 32,009名

適用事業所数

対象となる拠点数

保険料率（平成27年度 注）*調整を含む。

全体 被保険者 被扶養者

特定健康診査実施率（平成25年度） 81.0% 95.7% 54.7%

特定保健指導実施率（平成25年度） 50.0% 55.7% 9.4%

13,620

21,904

8,420

153,612

6,600

119,598

17,350

341,104

8,698,277

3.92

　（注）記載要領参照

a/b×100 （%）

小計　…a

946

経常支出合計（千円）　…b　

56681

14,395名

男性93.4%（平均年齢40.5歳）*

女性6.6%（平均年齢35.0歳）*

0名

トヨタ車体健康保険組合

単一

13ヵ所

80‰

9ヵ所

特定保健指導事業費

保健指導宣伝費

疾病予防費

体育奨励費

直営保養所費

特定健康診査事業費

その他

1,522

585

10,671

458

常勤

健康保険組合と事業主側の医療専門職

（平成27年3月末見込み）

保

健

事

業

費

予算額（千円）

(平成27年度 注)

被保険者一人当たり金額

（円）

23,696

0

健保組合

1,205

8,308

0産業医

事業主

0

0顧問医

3

20

保健師等 0

保健師等 0

STEP１-１ 基本情報 「全健保組合共通様式」 
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20～24 
25～29 
30～34 
35～39 
40～44 
45～49 
50～54 
55～59 
60～64 
65～69 
70～74 

(千人) 

男性（被保険者） 男性（被扶養者） 女性（被保険者） 女性（被扶養者） 

１．被保険者の93%が男性で、年代別にみると、３０代～４０代が多い。 

２．加入事業所は９事業所だが、約９割が母体企業の加入員である。 

３．当健保組合には、医療専門職が不在。 
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56681 - トヨタ車体健康保険組合

8,1 9,1 10,3 13,5 18,1 19,1 20,2 22,0 24 31

資格
対象

事業所
性別

対象

者

特

定

健

康

診

査

事

業

1 特定健康診査

【目的】健診結果から自分の健康状態を知り、

生活習慣を見直す。


【概要】被扶養者に１回/年健診を推奨。巡回

健診や契約医療機関利用で、自己負担は

2,000～4,000円。残額は健保負担。未受診

者（対象家族）に、ダイレクトメールにて受診

勧奨を実施。

被扶養者 全て 男女 40 ～ 74 全員 17,648 3

特

定

保

健

指

導

事

業

3 特定保健指導

【目的】生活習慣病のリスク保有者へ、生活習

慣改善の動機付けとサポート（食事、運動指

導）。


【概要】被保険者は、事業主の協力のもと、保

健師（事業主）と委託業者で実施。初回支

援については就業時間内で行っている。被扶養

者は、巡回健診での検診者に保健指導を実

施。

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74 全員 29,619 4

7
ジェネリック利用促

進

【目的】医療費低減


【概要】ジェネリックを利用することで、医療費低

減効果が100円/月ある人に促進通知を配布。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74

基準

該当

者

1,000 4

7 医療費のお知らせ

【目的】医療費の明細と給付金通知


【概要】毎月実施。レセプト到着月の医療費と

同月の給付金請求について決定内容を通知す

る。


（医療費総額、市町村負担額、自己負担

額、給付金決定内容　など）

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 2,500 5

7
広報（機関誌・

ホームページ）

【目的】健康情報、健保事業等の情報提供

（周知）。


【概要】機関誌は、年２回発行。被扶養者がい

る世帯へは宅送。社内イントラ掲載、社内食

堂・職場掲示板を利用し、情報提供・周知を強

化。ホームページよりバックナンバー閲覧可能。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 6,000 4

①機関誌：発行回数２回/年

（春・秋）。被扶養者有世帯は、

自宅へ郵送。社員食堂、職場掲

示板へ掲示。


②ホームページ：健保からのお知ら

せ（保健事業イベント、保養所空

室状況、法改正など）を日々更

新。

①アンケートを実施し、読者の要望

を踏まえ、読んでもらえる工夫をして

いる。また、多くの人が目にする場所

を利用し、健保からの情報を掲示し

ている。


②タイムリーな情報提供の場として

活用している。

①②加入員がわかりやすい、みやす

い広報をさらに工夫する。

保

健

指

導

宣

伝

9,000～10,000件（世帯）/月

発行。

医療機関の領収書と照合し、確認

をお願いする。当健保は付加給付

制度があり、公費医療にて窓口支

払が無料になる方からの申し出のお

願いなど掲載し、医療費の適正化

を実施している。

－

①愛知県・三重県在住者は、巡回

健診・契約医療機関での健診。②

①以外は、本人の希望する医療機

関で健診受診が可能。

健診受診率の向上。健診の重要

性PRし、未受診者への受診勧奨

を強化する。

振り返り

被保険者：59％ （終了者/対

象者　650/1,100名）


被扶養者：18％ （終了者/対

象者　30/170名）

①平成２６年５月　ジェネリック

シール配布（14,531世帯へ郵

送。）


②平成２６年１１月　ジェネリック

利用促進通知配布（3,938

名）。

被保険者は、事業主の協力で、初

回面談を就業時間内で実施。被

扶養者は、巡回健診の健診者に保

健指導の案内をしているが参加率

は低い。

①アンケート実施（200名）。回

答者の５４％がシール活用済（活

用予定も含む）。


②通知対象者の３１％が６ｹ月以

内にジェネリックへ切替。

健診率53％ （健診受診者/対

象者　2,236/4,257人）。被保

険者は事業主の定期健診として実

施。

実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因

被扶養者の保健指導参加が課

題。

ジェネリックへの理解活動と広報を

強化し、さらなる促進に取り組む。

健保組合の取組

予算

科目

注１】

事業

分類

事業名 事業の目的および概要
注2)

評価年齢

対象者
事業費

(千円)

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 
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56681 - トヨタ車体健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

4 シニア健康指導

【目的】健康づくりの情報提供、生活習慣改善

の指導を行い、疾病の重症化を予防。


【概要】６４才以上の被扶養者で、健康指導

を希望する者を訪問し、健康管理等の指導を

する。


被扶養者 全て 男女 64 ～ 74

基準

該当

者

2,600 4

1 家族健康診断

【目的】健診を受け、疾病を早期発見し、早期

治療につなげる。


【概要】３０歳以上の被扶養者が対象。巡回

型の健診を中心に、個別に契約した医療機関

などで受診（１回/年）。

被扶養者 全て 男女 30 ～ 74 全員 6,300 2

1 歯科健診

【目的】歯の健康維持。


【概要】「歯は万病のもと」。


歯の状態が全身の病気に関係していると考え、

歯の健康管理ができるよう、２回/年の健診費

用を負担。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 5,000 4

1 脳ドック

【目的】脳疾患の早期発見


【概要】４０歳以上の加入員を対象に年１回

補助。自己負担10,500円で残額を健保補

助。

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74 全員 2,700 4

7
インフルエンザ予防

接種費用補助

【目的】インフルエンザ流行の抑制と重篤化の防

止


【概要】対象者は、0～15歳の被扶養者。補助

額は、2,000円上限で1期間1回補助。健保

連愛知の共同事業に参画し実施。

被扶養者 全て 男女 0 ～ 15 全員 10,000 4

体

育

奨

励

7 ウォーキング事業

【目的】加入員の健康維持・増進


【概要】ウォークイベント（3回/年）実施。運動

習慣（歩行習慣）の動機づけ作り。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 500 4

直

営

保

養
所 7 直営保養所

【目的】加入員の心身リフレッシュ


【概要】加入者料金での利用

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 118,864 3

7 健保会館
【目的】行事、会議等の利用


【概要】ホール・会議室・和室

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 20,925 3

7 契約保養所
【目的】加入員の心身リフレッシュ


【概要】4社と契約。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 9,700 4

そ

の

他

健診受診率３７％

（751/2,004人受診）

健診未受診者へ受診勧奨実施

（２回/年）。

健診受診率の増加。健診の重要

性PR。未健診者への受診勧奨を

促進する。

疾

病

予

防

指導拒否者を減らし、指導率・改

善率を向上。

参加率の向上。

利用者数の増加。

受指導率５０％（68/138人実

施）。

－

歯科医院での健診受診を促進する

ため広報を強化。
健診メリットのPR。

受診条件の緩和。 受診機関の拡大。

流行のピークを迎える前（９月中

旬）に、予防接種補助申請書を

配布。利用者の利便性を考え、愛

知県下の医療機関（参画医療機

関のみ）では窓口で接種費用から

補助額を差し引いた額を支払う

（健保連愛知共同事業）。

接種率の向上。未接種者へのアン

ケート実施。

－ －

参加者：3,375人（3回/年）。

利用者：10,700人（日帰り＋

宿泊）

前期高齢者になる前の６４歳から

実施（被扶養者のみ）。食事・運

動のアドバイス、くすりの飲み方

（ジェネリック）、健診の案内（結

果説明）など、自宅を訪問し個人

にあった指導をする。

①健保連愛知主催の健康ウォーク

に参画（春・秋実施）。


②6健保組合合同の動物園ウォー

キング実施（秋）。

内容の充実（料理・サービス）。委

託業者への展開。

利用者数：13,040人（大半

は、母体企業の被保険者が使

用）。

－

健診受診者数９９０人。

健診者：91人

接種率６０％（4,773/7,955

人）

利用者数：約2,000人
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56681 - トヨタ車体健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

(

予

算

措

置

な

し

)
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56681 - トヨタ車体健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

＜コンプライアンス＞


安全衛生法に基づく健康診断
被保険者 男女 18 ～ 64 無

健診結果による再検査・精密検査の受指導、

重点管理者フォロー
被保険者 男女 18 ～ 64 無

昇格・異動によるメンタル疾患未然防止のため

の、昇格・異動者にストレスチェック
被保険者 男女 18 ～ 64 無

生活習慣病を予防するため、従業員自身が行

う健康づくりへの支援
被保険者 男女 34 無

　注１）　１．健康診査 　　２．健康診査後の通知　　３．保健指導　　４．健康教育　　５．健康相談　　６．訪問指導　　７．その他

　注２）　１：３９％以下　　２：４０％以上　　３：６０％以上　　４：８０％以上　　５：１００％以上

課題及び阻害要因

振り返り

成功・推進要因実施状況・時期

社内で健康診断実施。 ―定期健康診断
定期健康診断受診率１００％。（母体

企業）

共同

実施資格 性別 年齢

対象者

事業主の取組

事業名 事業の目的および概要

健康学習会 実施者数３０１人
2008年から実施し2014年で7年目、実

施への職場の理解も定着化。
―

健診事後措置 ―
統括産業医を配置し、医療専門スタッフと

連携をとりながら取組。

外部医療機関受診者の情報が入手できな

い。

ストレスチェック 実施者数７７９人
2008年から実施し2014年で７年目、実

施への職場の理解も定着化。
正確な情報の入手。

１．被扶養者の健診受診率向上。 

２．生活習慣病リスク保有者への重症化予防、メタボ者低減による医療費低減。 

３．高齢者医療費の抑制。 

４．編入事業所(被保険者)への特定保健指導実施。 
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56681 - トヨタ車体健康保険組合

ア． 医療費総額と加入員1人当り医療費の推移（'10～'14年度） 

STEP１-３ Ⅰ.レセプト分析(医療費実態１) 

イ．疾病別加入員１人当り医療費（'14年度）他健保比較 

ア．医療費総額は、増加し横這い。加入員１人当り医療費は、年々増加している。 

イ．疾病分類別では、呼吸器系疾患が１位で、他健保に比べ医療費が高い。 

  その他の疾病のほとんどは、他健保に比べ医療費は低い。 

31.3 33.0 34.2 34.2 34.1

0

35

'10 11 12 13 14

（億円）

（年度）

91 88
94

100 102

80

110

（千円/人,年）加入員１人当り

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

当健保

全健保（100組合）

（円/人,年）

（見通し） 

当健保 

他健保（40組合） 

'10              '11              '12              '13              
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56681 - トヨタ車体健康保険組合

①生活

習慣病

③呼吸器

⑥神経

・感染症

他の疾病

⑦薬剤

６

３

４

１１

６

17
N=
34 17

STEP１-４ Ⅰ.レセプト分析(医療費実態２) 

ウ． 疾病別医療費構成比（'14年度） エ． 年代別予防発見可能疾病構成比（'14年度） 

（※２） 

（※１） 

ウ．医療費の約５０％が予防・発見可能疾病（※１）で、中でも生活習慣病（※２）が第1位。 

   （※１ 生活習慣病、がん、呼吸器、歯科、メンタル） 

   （※２ 内分泌・栄養及び代謝疾患・循環器系疾患・消化器系疾患の一部） 

エ．年代別疾病は、～１０代までは呼吸器系疾患、２０代はメンタル、３０代以降は加齢と共に生活習慣病が増加。 

11
20

30 35
44

53
57

1

2

4

8

12

12
11

60 43 22

22

16
13

12
16

17

19

15
8

6 3

11
17

25 21 19 17 16

0%

50%

100%

0-9歳 10-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳0-9 10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69(歳)

・ 特定保健指導

・ シニア健康指導

・ 特定健診（被保険者・被扶養者）

・ ｳｫｰｷﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ

・ 重症化予防

・ 歩行習慣

＜保健事業＞

【疾病予防・早期発見・健康増進】

【早期発見】

・ 歯科健診

【疾病予防・健康増進】

・ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種

・ ｳｫｰｷﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ

・ 歩行習慣

【疾病予防】 （事業主）

・階層別教育

・悩み相談

【早期発見】

・ 特定健診（被保険者・被扶養者）

・ 脳ドック

② が ん

⑤ メンタル

③ 呼吸器

④ 歯 科

① 生活
習慣病

（億円） 
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0

200

400

600

800

10年後

平均年齢：38歳
（2013/3）

（人）

20 30 5040 60 （才）

平均年齢：48歳
（2023/3）

107 100 98

144
160

279

375

0

100

200

300

400

0-9歳 10-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳

(千円/人,年）

【100】

【351】

【93】 【92】

【135】
【150】

【261】

0-9 10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 （歳）

STEP１-５ Ⅰ.レセプト分析(前期高齢者医療費)  

オ． 年代別加入員１人当り医療費（'13年度）と年齢別将来予想 

【 】内は、0-9歳を100とした指数 

カ． 65歳以上加入員１人当り医療費（'12～'14年度） 

オ．年代別医療費は加齢とともに増加。60～69歳の医療費は、0～9歳の医療費に比べ約3.5倍（a）。 

   加入員構成は年々高齢化が進行（b）。 

カ．６５歳以上加入員１人当り医療費は、年々減少傾向。 

367

306 300

250

300

350

400

'12 13 14

（千円/人,年）

～～

0

（年度）

0

200

400

600

800

10年後

平均年齢：38歳
（2013/3）

（人）

20 30 5040 60 （才）

平均年齢：48歳
（2023/3）（2014/3） （2024/3）

（歳）

ａ.加入員１人当り年代別医療費 

ｂ.年齢別将来予想 

  シニア健康指導の成果 

  （自宅訪問による指導率向上） 

←[前期高齢者人数] [２５７人] [３１３] [３３４] 

'12      '13      '14    （年度） 
（見通し） 
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STEP１-６ Ⅱ.健診分析(特定健診・保健指導) 

キ． 健診受診率（'12～'14年度）と医療費（'13年度） 

ａ.健診受診率 

ｂ.被扶養者１人当り医療費（健診受診者×健診未受診者） 

キ．健診受診率は、被保険者がほぼ全員受診しているのに比べ、被扶養者は約半数と低い（a）。 

   医療費（被扶養者）は、健診受診者に比べ健診未受診者が高く、高齢になるほど１人当り医療費も高い（b）。 

ク．メタボ者は年々減少している。一方、再メタボ者は減少しない（a）。 

  メタボ改善者の医療費は横這い、メタボ継続者の医療費は年々増加傾向（b）。 

（％）

（年度）

98 98 98

54 57
53

25

50

75

100

125

'12 13 14

被保険者

被扶養者

（％）

0

～～

（年度）

0

100

200

300

400

500

20代 30代 40代 50代 60代 70代

健診受診者

健診未受診者

（千円/人,年）

103
80

94
120

100 109

157

216

163

351 355

481

ａ.メタボ者改善状況 

0

20

40

60

80

100

'11 12 13

９４ (+3)

←
金
額

９１ (+7) ９２ (▲2)

（年度）

（千円/年,人）

( )前年差

メタボ改善者
（腹囲５㎝以上減＆リスク改善者） Ｎ＝４８人

0

20

40

60

80

100

'11 12 13

８３ (+12)

７１ (+1)

（千円/年,人）
９８ (+15)

←
金
額

（年度）

( )前年差

メタボ継続者
（ＢＭＩ ３０以上＆腹囲１００㎝以上） Ｎ＝４６人

ｂ.メタボ者１人当り医療費（メタボ改善者×メタボ継続者） 

'12        '13        '14  （年度） 

'11    '12    '13 （年度） '11    '12    '13 （年度） 

ク.      メタボ者改善状況（'12～'14年度）とメタボ者医療費（'11～'13年度） 

（人）

'13末
0

メ
タ
ボ
者

1,250

1,030

'12末 '14末
（見通し）

890

500

1,000

1,500

▲310
改善 ▲250

＋90
＋110

再メタボ

[6,196] [6,193]
[6,798]

（年度）

20%ﾒﾀﾎﾞ率 17 13

[対象者：（４０歳～）]

（改善率：▲25%） （▲24）

1,250人

6,196

※母体企業のみ 

※母体企業のみ 
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STEP１-７ Ⅱ.健診分析(特定健診・保健指導) 

ケ． 健康リスク分布（'13年度健診受診者17千人） 

ケ．生活習慣病の高リスク保有者で、医療機関の治療を受けていない人（治療放置群）が約７００人いる。 

       被保険者は、事業主が受診勧奨などフォロー実施済。 

   被扶養者のメタボ者は、特定保健指導にてフォロー実施済だが、非メタボ者は未対策。 

[生活習慣病リスク保有者で未通院者（13千人）の健康度] 

患者予備群

不健康生活者

低

高

（
リ
ス
ク
重
症
度
）

リスク基準

（例：最高血圧）

治療放置群 160以上

140～159

130～139
（メタボ指導最低基準値）

（５千人）

（３千人）

（７２２人）

健康者
（４千人）

<治療放置群内訳（722人）>

人数（人） 対策内容
全員を事業主にて
フォロー実施済み

メタボ 24 保健指導を実施
非メタボ 50 未対策
（小計） 74

722

本人 648

家族

計
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56681 - トヨタ車体健康保険組合

特徴 対策検討時に留意すべき点 

基
本
情
報 

保
健
事
業
の
実
施
状
況 

基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 

STEP２ 健康課題の抽出 「全健保組合共通様式」 

・被保険者は約９割が母体企業の加入員で、９３％が男性。 

・加入員の平均年齢は３１歳で、被保険者・被扶養者ともに、３

０代～４０代が多い。 

・事業主との協業（コラボヘルス）は母体企業を中心に展開。 

・加入員の平均年齢は今後上がる予想、生活習慣病抑制を重点とした保健事業の

実施が必要。 

・被扶養者の健診受診率が低い。 

・加入員への意識づけが不十分。 

・非肥満の高リスク保有者（被扶養者）への対策が未実施。 

・健診受診率向上への取組が重要課題。 

・個別性の高い健康情報の提供。 

・重大疾病にならない前の重症化予防、受診勧奨が必要。 
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56681 - トヨタ車体健康保険組合

資格
対象

事業所
性別

対象

者
平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

9,0 9,0 9,0 9,2 11,0 11,0 11,0 11,0 7 12 16

7
既

存
禁煙活動

【目的】健康保持・増進


【概要】喫煙場所を指定、事業所内のたば

こ自販機撤去。

被保険者
母体企

業
男女 18 ～ 74 全員 2 継続。 継続。 事業所敷地内禁煙。 喫煙率３７％に低減。 検討中。

7
既

存
ウォーキング環境

【目的】健康保持・増進、リフレッシュ


【概要】工場（一部）の周辺を利用し、散

策マップを作成しウォーキングなどを推奨。

被保険者

被扶養者

母体企

業
男女 0 ～ 74 全員 2 継続。 継続。 継続。 ― 保健指導対象者へ紹介。

14,0 14,0 14,0 14,1 15,0 15,0 15,0 15,0

疾

病

予

防

2
既

存
健康の見える化

【目的】加入員への健康情報提供。


【概要】過去３回分の健診結果とリスクレベ

ルにあった情報を提供。

被保険者 全て 男女 18 ～ 74 全員 1 被扶養者への実施を拡大。 継続。 継続。 全加入員へ提供。
個別性のある健康情報の提

供。

18,1 19,1 20,3 23,6 29,2 31,1 32,1 33,0

特

定

健

康

診

査

事

業

1
既

存
特定健康診査

【目的】健診結果から自分の健康状態を知

り、生活習慣を見直す。


【概要】被扶養者の健診促進（１回/

年）。巡回健診や契約医療機関などで実

施。健診機関に応じた自己負担あり。残額

は健保負担。

被扶養者 全て 男女 40 ～ 74 全員 1 未受診者への受診勧奨。 継続。 継続。

健診受診率７６％（国目

標９０％に対する被扶養者

受診率）

被扶養者の健診受診率向

上。

特

定

保

健

指

導

事

業

3
既

存
特定保健指導

【目的】生活習慣病のリスク保持者へ、生活

習慣改善の動機付けとサポート（食事、運

動指導）。


【概要】被保険者は、事業主の協力のもと、

保健師（事業主）と委託業者で実施。初

回支援については就業時間内で行ってい

る。被扶養者は、巡回健診対象者のみ同

業者にて保健指導を実施。

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74 全員 1

編入事業所の保健指導実施。

新メタボ・リバウンド者の減少。

被扶養者の保健指導率向

上対策。
継続。

保健指導率６０％（国目

標）
メタボ者の減少。

7
既

存
ジェネリック利用促進

【目的】医療費低減


【概要】医療費低減効果がある人に利用促

進通知を配布。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74

基準

対象

者

1

ジェネリック促進広報強化。


利用促進案内の通知配布回数

増加。（H27年度は１回/年⇒

２回/年)








継続。 継続。
ジェネリック利用率５０％

（患者数）

利用者１人当り金額の増

加。

7
既

存
医療費のお知らせ

【目的】医療費の明細と給付金通知


【概要】毎月実施。レセプト到着月の医療

費と同月の給付金請求について決定内容を

通知する。（医療費総額、市町村負担

額、自己負担額、給付金決定内容　な

ど）

被保険者 全て 男女 0 ～ 74 全員 1 継続。 継続。 継続。
対象者世帯に配布（毎

月）。

医療費情報の提供。（医

療費の適正化）

職場環境の整備

年齢

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実

施

主

対象者 実施計画
注１)

事

業

分

個別の事業

加入者への意識づけ

疾

病

予

防

保

健

指

導

宣

伝

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 
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資格
対象

事業所
性別

対象

者
平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム年齢

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実

施

主

対象者 実施計画
注１)

事

業

分

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

7
既

存

広報（機関誌・ホーム

ページ）

【目的】健康情報、健保事業等の情報提

供（周知）。


【概要】機関誌は、年２回発行。被扶養者

がいる世帯へは宅送。被保険者には、社内

イントラ・社内食堂・職場掲示板にて情報の

周知を強化。ホームページよりバックナンバー

閲覧可能。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1

読者目線に立ち、読みやすい・わ

かりやすい紙面内容の工夫。広

報手段の検討。

継続。 継続。

全加入員への情報提供（自

宅郵送。社内イントラネット、

ホームページ掲載。職場・食

堂への掲示）。

アンケートによる認知度、満

足度評価。

4
既

存
シニア健康指導

【目的】健康づくりの情報提供、生活習慣

改善の指導を行い、疾病の重症化を予防。


【概要】６４才以上の被扶養者で、健康指

導を希望する者を訪問し、健康管理等の指

導をする。

被扶養者 全て 男女 64 ～ 74

基準

対象

者

1
指導率向上。拒否者への理解

活動。
継続。 継続。 受指導率５６％

前期高齢者医療費の低

減。

1
既

存
家族健康診断

【目的】健診を受け、疾病を早期発見し、早

期治療につなげる。


【概要】３０歳以上の被扶養者が対象。巡

回型の健診を中心に、個別に契約した医療

機関などで受診（１回/年）。

被扶養者 全て 男女 30 ～ 74 全員 1 健診受診率の向上。 継続。 継続。 健診受診率５４％。 若年層からの健診定着。

1
既

存
歯科健診

【目的】歯の健康維持。


【概要】歯科医院での健診を促進し、歯の

健康管理をする。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1 受診者数向上。 継続。 継続。 受診者数1,500人 早期発見・治療。

1
既

存
脳ドック

【目的】脳疾患の早期発見


【概要】４０歳以上の加入員を対象に年１

回補助。健診費用に対し、自己負担額の

差額健保で補助。

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74 全員 1

受診機関の拡大し利便性向上。

受診者数増加。
継続。 継続。 受診者数120人。 疾病の早期発見。

7
既

存

インフルエンザ予防接種

費用補助

【目的】インフルエンザ流行の抑制と重篤化

の防止


【概要】対象者は0～15歳の被扶養者。補

助額は、2,000円上限で1期間1回補助。

健保連愛知の共同事業に参画し実施。

被扶養者 全て 男女 0 ～ 15 全員 1
未接種者にアンケート実施。問

題点を洗い出し、接種者向上。
継続。 継続 接種者率６５％。 罹患率減少。

3
新

規
重症化予防

【目的】生活習慣病リスク保有者への保健

指導


【概要】生活習慣病の高リスク保有者へのハ

イリスクアプローチ。専門業者より健診結果

に応じ受診勧奨の手紙送付、電話にて重

症化予防の指導をする。

被保険者 全て 男女 40 ～ 74

基準

対象

者

1

生活習慣病高リスク保有者への

受診勧奨。レセプトによる受診確

認。

効果をみながら、低リスク者・

年齢等の拡大検討。
継続。 受療率８０％以上。

継続的な受診の確認、リス

ク値の把握。

7
既

存
ウォーキング事業

【目的】加入員の健康維持・増進


【概要】ウォークイベント（３回/年）実施。

運動習慣（歩行習慣）の動機づけ作り。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1 参加者数向上。 継続。 継続。 参加者数4,000人。 ―

4
新

規
歩行習慣

【目的】健康保持・増進


【概要】若年層から運動習慣（歩行習

慣）をつくり、健康を保持・増進する。また、

メタボ者への生活習慣改善のきっかけづくりと

して、肥満解消やリスク低減をねらう。

被保険者 全て 男女 18 ～ 74 全員 1

歩数計を利用し、目標チャレン

ジ。エントリー者が競い合える環

境（Web利用)で、やる気につげ

運動習慣の定着をねらう。

効果を見込める対象者（メ

タボ者など）の参加向上。
継続。 保健指導対象者参加。

新メタボ者・リバウンド者の低

減。

疾

病

予

防

体

育

奨

励

保

健

指

導

宣

伝
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資格
対象

事業所
性別

対象

者
平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム年齢

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実

施

主

対象者 実施計画
注１)

事

業

分

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

直

営

保

養

所

7
既

存
直営保養所

【目的】加入員の心身リフレッシュ


【概要】加入者料金での利用

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1 利用人員増加。 継続。 増加。 利用人員13,000人。

アンケートによる満足度評

価。

そ

の

他

7
既

存
契約保養所

【目的】加入員の心身リフレッシュ


【概要】４社と契約

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1 継続。 継続。 継続。 ― ―

　注１）　１．健康診査 　　２．健康診査後の通知　　３．保健指導　　４．健康教育　　５．健康相談　　６．訪問指導　　７．その他

　注２）　１．健保組合　　２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用　　３．健保組合と事業主との共同事業
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